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II. 成果の概要（総括研究報告） 

（１）研究概要（当該年度） 

  2016 年度は主に介入研究の評価と前年度までに得られたデータの成果発表が主な活動であった。介入研究

は、2015 年 7 月よりコホート研究サイトの Rural Health Units (RHUs) および Barangay Health Stations (BHSs)にお

いて開始された。介入研究によって、(1)開発したデジタルデバイスによる IMCI の適切な施行とパルスオキシメー

ターによる経皮的動脈血酸素飽和度（Peripheral Oxygen Saturation:SpO2）測定の有用性を評価した。また、(2) 

WHO は 2014 年に IMCI の肺炎診断ガイドラインを大幅に改訂したが、本プロジェクトでは、フィリピンにおけるそ

の安全性と費用効果分析を実施した。さらに、(3)母親への受療行動に関する啓発活動を実施した。この結果、

(1)デジタルデバイスによって RHU/BHS における IMCI の適切な施行とパルスオキシメーターの有用性が確認さ

れた。これらは患者の早期発見、早期治療に効果的であった。また、(2)WHO の改訂ガイドラインの安全性と費用

効果が確認され、今後の低・中所得国の肺炎対策に資するエビデンスとなった。(3)母親への啓発活動では前後

比較を行い、短期的な受療行動改善が見られたが、長期的な教育活動の評価の継続が必要である。当該年度

の発表論文は、原著論文(英文)として 5 編、総説（和文）として 3 編、学会発表は総計 9 件（国内 8 件、国際 1 件）

あったが、当該年度に解析されたものは今後発表していく予定である。また、関係機関へのフィードバックフォー

ラムおよびリサーチフォーラムが 3 回開催された。 

 

     Implementation and analysis of the intervention studies and dissemination of research outcomes were main 

activities for the final year (FY2016). The intervention studies were conducted at Rural Health Units (RHUs) and 

Barangay Health Stations (BHSs) in the cohort site. The main purposes of the intervention studies included; 1) improving 

patient management by the local health personnel (mainly midwifes) using a digital device developed by the project team 

and evaluation of effectiveness of pulse oximeter to measure peripheral oxygen saturation (SpO2), 2) evaluation of the 

revised Integrated Management of Childhood Illness (IMCI) guideline for pediatric pneumonia, and 3) educational 

intervention to improve health seeking behavior for the caregivers of cohort children. We obtained some new evidences; 

1) midwives were able to identify severe cases by using the digital device and hypoxic patient (SpO2 <90%) by the pulse 

oximeter, and refer the patients appropriately and timely, 2) safety and cost-effectiveness of the revised IMCI guideline 

were confirmed, and 3) comparison of pre and post educational intervention on the health seeking behavior revealed 

improved health seeking behavior of caregivers. These evidences will be useful for developing more effective control 

measures against the childhood pneumonia in low-middle income countries. We published five original papers and three 

Japanese review papers in this fiscal year. There were also nine conference presentations. The feedback/research forums 

for the stakeholders were conducted three times to share the study outcome.  

 

（２）活動総括概要（初年度から最終年度まで） 

1. 研究概要 

 本プロジェクトは、①病因研究、②疾病負荷に関する研究、③重症化因子に関する研究、④介入研究、⑤小児

肺炎対策の情報発信の 5 つのサブプロジェクトから構成されている。このうち病因研究はレイテ島・ビリラン島・パ

ラワン島・およびマニラ首都圏の 4 か所の拠点病院およびその周辺の医療機関において実施された。このうち、レ

イテ島では 2011 年に開始され、それ以外の拠点病院では 2012 年より開始された。疾病負荷に関する研究・重症

化因子に関する研究・介入研究の根幹となるコホート研究については、2012 年度に、コホート研究サイトであるビ

リラン島において迅速調査を実施し、それに基づいて選定された 2 か所の町においてコホート研究を実施するこ

ととなった。しかし、2013 年の大型台風の被害によってコホート研究の開始に遅れが生じたため、プロジェクトの 1
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年間の延長が認められ、2014 年 2 月から 2016 年 6 月までコホート研究が実施された。コホート研究から、肺炎の

重症度ごとに発生率を示し、肺炎の発生率はこれまで報告されたものより高いことが確認された。重症化因子に

関する研究において、コホート研究では、肺炎および重症肺炎の発症に関与するリスク要因を、病院では主に死

亡に関与するリスク要因を特定した。コホート研究においては、受療行動の解析も行った。介入研究は、2015 年 7

月よりコホート研究サイトにおいて開始された。介入研究によって、IMCI の適切な施行とパルスオキシメーターに

よる経皮的動脈血酸素飽和度（Peripheral Oxygen Saturation:SpO2）測定の有用性を評価した。また、WHO は

2014 年に IMCI の肺炎診断ガイドラインを大幅に改訂したが、本プロジェクトでは、フィリピンにおけるその安全性

と費用効果分析を実施した。この結果、改訂ガイドラインの安全性が確認され、その費用効果が認められた。 

小児肺炎対策の情報発信としては、これまで、フィリピンにおける各関係機関（RITM・保健省・地域保健省オフ

ィス・国家経済開発局・WHO フィリピン事務所・日本大使館・国際協力機構（Japan International Cooperation 

Agency: JICA）フィリピン事務所・科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency: JST）/日本医療開

発研究機構（Japan Agency for Medical Research and Development: AMED）との連携を図るため、合同調整委

員会（Joint Coordinating Committee: JCC)の年次会議を7度実施し、関係機関とプロジェクトの進捗および問題に

関して情報共有を行ってきた。また、JICA、RITM、東北大学でプロジェクト進捗および計画に関するプロジェクト

管理チーム（Project Management Team：PMT)会議を適宜実施した。2017 年 5 月までに、発表論文は、原著論文

(欧文)として 18 編、総説（和文）として 8 編、学会発表は総計 32 件（国内 18 件、国際 14 件）あった。 
 

2. 成果の概要 

① 病因研究：地理的に異なる 4 か所の拠点病院において、重症肺炎の診断で入院した患者から検体を採取し、

重症化の病原体のインパクトを示した。コホートを含む一次医療施設においては軽症から重症までの病原体

のインパクトや、それぞれのウイルスや細菌の分子疫学的解析などを行うことができた。 

② 疾病負荷に関する研究：前向きコホート研究によって、軽症から重症まで幅広い重症度を含んだ急性呼吸器

感染症の正確な発生率を算出した。フィリピン保健省の公式データとの比較や、重症化因子に関する研究や

介入研究においても不可欠なベースラインデータを得ることができた。 

③ 重症化因子に関する研究：病因研究及び疾病負荷研究から得られたデータを解析し、肺炎の発症および重

症化至る要因や、入院患者での解析では死亡に関与する要因について解析を実施した。地域におけるリス

クや病院での重症肺炎での入院患者における予後因子を示すことができた。また、コホート研究により、低・

中所得国では重症化に関与する重要な要因である受療行動に関する解析も可能となり、地域における受療

行動パターンを詳細に示すことができた。 

④ 介入研究：介入研究開始前に WHO によって改訂された IMCI における肺炎治療ガイドラインのインパクトを

安全面およびコストの観点から評価し、その有効性を示した。その基盤となる一次医療施設の医療従事者の

診断能力のばらつきを軽減するために、IMCIアルゴリズムおよび治療方針が自動で示されるデジタルデバイ

スを開発し、それらの有効性についても確認した。さらに、一次医療施設まで来られない患者を考慮し、5 歳

未満の母親に対する教育的介入を実施し、その受療行動の改善を確認した。 

⑤ 小児肺炎対策の情報発信：随時フィードバックフォーラム・リサーチフォーラムを実施し、関係機関・協力機関

との情報共有を実施した。また、2017 年 5 月までに原著論文（英文）として 18 編、総説（和文）として 8 編、学

会は総計 32 件（国内 18 件、国際 14 件）発表された。 
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